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一
．
問
題
の
所
在

　

二
〇
〇
五
年
十
二
月
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
同
性
婚
法
（T

he C
ivil P

artnership A
ct 2004

）
が
、
つ
い
に
施
行
さ
れ
た
。

二
〇
〇
四
年
に
制
定
さ
れ
た
同
法
は
、同
性
間
に
配
偶
者
関
係
を
認
め
、ま
た
そ
う
し
た
関
係
に
異
性
間
の
婚
姻
と
ほ
ぼ
同
じ
法
的
保
護
（
社

会
保
険
や
年
金
面
で
の
恩
典
、
配
偶
者
死
亡
の
場
合
の
、
年
金
の
相
続
権
や
生
命
保
険
の
満
額
受
け
と
り
権
、
配
偶
者
が
入
院
中
に
は
、
最

近
親
者
と
し
て
の
訪
問
権
を
有
す
る
、
等
々
）
を
付
与
し
た
と
い
う
点
で
、
イ
ギ
リ
ス
史
に
お
け
る
画
期
的
な
立
法
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の

報
道
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
の
十
二
月
か
ら
翌
年
九
月
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
各
地
で
同
性
婚
の
登
録
を
お
こ
な
っ
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
実

に
一
五
、
六
七
二
組
に
の
ぼ
っ
た
と
言
わ
れ
る（

1
）。

　

同
性
婚
の
法
制
化
な
ら
び
に
そ
の
実
施
と
い
う
事
実
が
、
同
性
愛
者
の
権
利
に
関
す
る
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
先
進
性
を
示
し
て
い
る

と
は
、
い
ち
お
う
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
一
方
で
、
こ
う
し
た
事
実
の
み
を
根
拠
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
ゲ
イ
に
対
し
寛
容
な
国
で
あ

る
と
、
無
条
件
に
見
な
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
同
性
婚
の
法
制
化
へ
と
至
っ
た
社
会
潮
流
自
体
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
一
九
六
〇
年
代
以
降

の
ゲ
イ
権
利
運
動
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
史
全
体
か
ら
見
れ
ば
比
較
的
最
近
の
現
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ゲ
イ
と
い

う
生
き
方
が
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
受
容
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
反
ゲ
イ
的
風
潮
や
運
動
が
勃
興
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
厳
然
た
る
事
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実
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
都
市
部
で
は
、
ゲ
イ
文
化
の
繚
乱
は
特
筆
す
べ
き

現
象
で
あ
っ
た（

2
）一

方
で
、
特
に
一
九
八
八
年
に
は
、
公
立
学
校
の
教
育
に
お
い
て
同
性
愛
を
肯
定
的
に
と
り
扱
う
こ
と
を
禁
じ
た
、
あ
か
ら

さ
ま
な
反
ゲ
イ
的
思
想
統
制
法
と
も
言
う
べ
き
、
い
わ
ゆ
る
修
正
二
十
八
条
（Section 28

）
が
、
制
定
・
施
行
さ
れ
る（

3
）。

二
〇
〇
三
年
、

修
正
二
十
八
条
は
最
終
的
に
廃
止
さ
れ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
大
衆
的
基
盤
で
広
範
に
存
在
す
る
反
ゲ
イ
的
心
情
が
、
法
律
と
い
う
形
を
と

る
ま
で
に
至
っ
た
と
い
う
点
で
、
同
法
の
制
定
は
歴
史
に
残
る
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。

　

修
正
二
十
八
条
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
国
家
や
政
治
レ
ベ
ル
で
の
反
ゲ
イ
的
動
向
、
ま
た
日
常
生
活
で
ゲ
イ
に
対
し
行
使
さ
れ
る
暴
力

の
事
例（

4
）を

、
単
な
る
間
歇
的
な
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
と
片
づ
け
る
こ
と
は
、
ど
う
も
で
き
そ
う
に
な
い
。
反
ゲ
イ
を
標
榜
す
る
者
に
と

っ
て
、
ゲ
イ
の
市
民
権
を
容
認
す
る
と
い
う
事
態
こ
そ
が
、
か
つ
て
存
在
し
た
国
法
に
照
ら
せ
ば
異
常
な
事
態
で
あ
る
か
ら
だ
。
事
実
、
一

九
六
〇
年
代
後
期
ま
で
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
＝
男
性
間
同
性
愛（

5
）は

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
刑
法
上
の
犯
罪
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
る
人
々
も
相
当
数
存
在
し
た（

6
）。

　

長
き
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
で
続
い
た
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
法
的
弾
圧
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
弾
圧
に
終
止
符
を
打

つ
一
大
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
以
下
本
稿
で
分
析
す
る
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
で
あ
る
。
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
副
学
長
の
Ｊ
・
ウ
ォ

ル
フ
ェ
ン
デ
ン
を
座
長
と
し
て
、
一
九
五
四
年
八
月
二
十
四
日
づ
け
で
結
成
さ
れ
た
﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
お
よ
び
売
春
に
関
す
る
委
員

会
﹂（the C

om
m

ittee on H
om

osexual O
ffences and P

rostitution

）
は
、
一
般
に
﹁
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
﹂
と
通
称
さ
れ
る
。

同
委
員
会
は
高
等
法
院
判
事
、
国
会
議
員
、
医
者
、
弁
護
士
、
聖
職
者
な
ど
を
含
む
十
五
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り（

7
）、

そ
の
目
的
は
﹁
ホ
モ
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
犯
を
め
ぐ
る
法
律
や
訴
追
過
程
、
な
ら
び
に
そ
う
し
た
犯
罪
に
関
し
裁
判
所
に
よ
る
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
処
置
﹂
を
見
直

す
こ
と
で
あ
っ
た（

8
）。

　

同
委
員
会
に
よ
る
六
十
二
回
の
会
合
（
そ
の
う
ち
三
十
二
回
は
各
界
か
ら
の
証
人
招
致
）
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
五
七
年
九
月
づ
け

　
（
七
六
七
）
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で
議
会
に
提
出
、
ま
た
同
時
に
出
版
さ
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
で
あ
る
。
同
報
告
書
の
結
論
は
、﹁
大
人

が
合
意
の
上
で
私
的
に
お
こ
な
う
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
は
、
も
は
や
刑
法
犯
と
さ
れ
る
べ
き
で
な
い（

9
）﹂

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
勧

告
に
基
づ
く
一
九
六
七
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
刑
法
犯
の
構
成
要
件
か
ら
、
原
則
的
に
除
外
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
合
法
化
の
起
点
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
点
で
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
発
表
は
イ
ギ
リ
ス

同
性
愛
史
に
お
け
る
、
ま
さ
に
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
の
直
接
的
目
的
は
、
当
時
に
お
け
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
関
連
法
の
内
容
・
運
用
の
妥
当
性
を
問
う
こ

と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
自
体
の
倫
理
的
・
道
徳
的
是
非
は
、
同
委
員
会
に
お
い
て
基
本
的
に
は
議
論
さ
れ
る
べ

き
事
柄
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
合
法
化
を
公
然
と
提
言
す
る
に
あ
た
り
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員

会
が
否
応
な
し
に
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
厳
然
と
し
て
存
在
し
た
反
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

的
言
説
、
な
ら
び
に
そ
う
し
た
言
説
の
存
在
を
可
能
と
し
て
い
た
文
化
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
行
為
を
犯
罪
と
し

て
処
罰
の
対
象
と
す
る
法
体
系
が
、
そ
う
し
た
行
為
を
倫
理
に
悖
る
、
あ
る
い
は
反
社
会
的
な
も
の
と
し
て
糾
弾
す
る
価
値
観
の
大
衆
的
浸

透
と
い
う
事
実
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
刑
法
改
正
を
実
際
に
提
言
す
る
に
先
立
ち
、
ホ
モ
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
法
的
弾
圧
を
一
般
に
正
当
と
見
な
す
価
値
観
自
体
を
、
そ
の
根
拠
と
妥
当
性
を
も
含
め
て
討
議
の
俎
上
に
載
せ
、
ま

た
そ
れ
に
対
し
批
判
的
分
析
を
加
え
る
こ
と
こ
そ
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
が
み
ず
か
ら
に
課
し
た
使
命
で
あ
っ
た
。

　

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
無
条
件
に
﹁
悪
﹂
と
す
る
既
成
の
価
値
観
を
論
じ
る
に
際
し
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
分
析
が
、

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
支
配
的
で
あ
っ
た
反
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
価
値
観
の
内
部
へ
と
、
可
能
な
限
り
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
こ
と

は
、
注
目
に
値
す
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
同
報
告
書
の
そ
う
し
た
営
み
を
跡
づ
け
し
つ
つ
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

　
（
七
六
八
）
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二
．
バ
ガ
リ
ー
か
ら
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
の
結
成
ま
で

（
一
）
バ
ガ
リ
ー
の
歴
史

　
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
法
制
史
（
こ
れ
は
当
然

な
が
ら
、
反
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
歴
史
で
も
あ
る
）
を
概
略
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う（

10
）。『

創
世
記
』
に
お
い
て
描
か
れ
た
、
神
に

よ
る
古
代
都
市
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の
破
壊
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
ユ
ダ
ヤ⊖

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
お
い
て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が

一
般
に
禁
忌
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
的
伝
統
に
お
い
て
も
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が

倫
理
や
法
に
悖
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
厳
然
と
し
て
存
在
し
た（

11
）。

　

イ
ギ
リ
ス
史
に
お
け
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
非
合
法
化
は
、
一
五
三
三
年
の
バ
ガ
リ
ー
法
（B

uggery A
ct 1533

）
に
始
ま
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｄ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、﹁
バ
ガ
リ
ー
﹂
と
は
﹁
獣
と
人
間
と
の
自
然
に
悖
る
性
交
、
あ
る
い
は
男
性
同
士
で
の
自
然
に
悖
る
性
交
、
つ

ま
り
ソ
ド
ミ
ー
（sodom

y

）﹂
で
あ
り
、
ま
た
﹁
男
女
間
の
自
然
に
悖
る
性
交
﹂
を
も
含
む
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
﹁
自
然
に
悖
る
性

交
（unnatural intercourse

）﹂
と
は
、
具
体
的
に
は
主
に
肛
門
性
交
を
意
味
す
る
。
本
来
、
バ
ガ
リ
ー
と
い
う
用
語
が
必
ず
し
も
ホ
モ

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
限
定
さ
れ
ず
、
か
つ
て
は
獣
姦
や
異
性
間
性
交
を
も
指
し
て
い
た
こ
と
に
、
こ
こ
で
は
注
意
し
た
い
。

　

十
九
世
紀
以
降
、
バ
ガ
リ
ー
は
と
り
わ
け
男
性
間
に
発
生
す
る
性
犯
罪
の
一
種
と
し
て
、
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
一
八
二
八
年

の
傷
害
罪
法
（O

ffences against the P
erson A

ct 1828

）
で
は
、
バ
ガ
リ
ー
は
殺
人
や
強
姦
を
含
む
、
他
者
の
身
体
に
対
す
る
重
大
な

傷
害
と
同
種
類
の
犯
罪
と
し
て
規
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
死
刑
が
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
た
。
そ
の
後
三
十
年
あ
ま
り
を
経
て
、
一
八

六
一
年
に
改
定
さ
れ
た
傷
害
罪
法
に
お
い
て
は
、
バ
ガ
リ
ー
は
死
刑
の
対
象
外
と
さ
れ
る
一
方
で
、﹁
自
然
に
悖
る
犯
罪
﹂
と
し
て
、
殺
人

や
強
姦
な
ど
の
﹁
通
常
の
犯
罪
﹂
と
は
異
な
っ
た
分
類
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
一
八
八
五
年
の
刑
法
修
正
法
（C

rim
inal 

　
（
七
六
九
）
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L
aw

 A
m

endm
ent A

ct 1885

）
に
よ
り
、
男
性
間
の
猥
褻
行
為
（gross indecency betw

een m
ales

、
バ
ガ
リ
ー
＝
肛
門
性
交
を
除
く

男
性
間
で
の
性
行
為
を
指
す
）
に
対
し
、
二
年
以
下
の
懲
役
刑
（
重
労
働
が
付
加
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
）
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

12
）。

　

以
上
の
よ
う
に
バ
ガ
リ
ー
と
は
、
宗
教
的
・
法
的
両
面
で
の
﹁
罪
﹂
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
元
来
、
神
の
定
め
る
（
つ
ま
り
﹁
自

然
な
﹂）
秩
序
に
反
す
る
ゆ
え
を
も
っ
て
、
裁
き
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
バ
ガ
リ
ー
は
、
十
九
世
紀
以
降
の
法
整
備
と
、
そ
れ
に
伴
う
語
義

の
限
定
・
明
確
化
を
通
じ
て
、
法
的
概
念
と
し
て
も
確
立
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
歴
史
を
経
て
一
九
六
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
男
性
間
同

性
愛
を
示
す
言
葉
は
、﹁
罪
﹂
と
し
て
の
バ
ガ
リ
ー
、
さ
ら
に
は
猥

グ
ロ
ー
ス
・
イ
ン
デ
ィ
ー
セ
ン
シ
ー

褻
行
為
と
い
っ
た
も
の
に
、
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
お
り
、
今
日
一
般

化
し
て
い
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
ゲ
イ
と
い
っ
た
言
い
方
が
さ
れ
る
機
会
は
、
極
め
て
少
な
か
っ
た（

13
）。﹁

普
通
の
人
々
の
ほ
と
ん
ど

が
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た（

14
）﹂

と
い
う
の
が
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
結
成
当
時
の
イ
ギ
リ
ス

社
会
の
実
情
で
あ
り
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
用
語
が
法
律
の
中
で
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
、
一
九
六
七
年
性
犯
罪
法
（Sexual 

O
ffences A

ct 1967

）
に
お
い
て
で
あ
っ
た（

15
）。

　
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
が
発
表
さ
れ
た
当
時
の
一
九
五
六
年
性
犯
罪
法
は
、
バ
ガ
リ
ー
に
対
し
終
身
刑
を
課
し
て
お
り
（
未
遂

の
場
合
、
懲
役
十
年
）、
ま
た
男
性
間
の
強
制
猥
褻
な
ら
び
に
猥
褻
行
為
に
対
し
て
は
懲
役
二
年
、
バ
ガ
リ
ー
を
目
的
と
し
た
傷
害
に
は
、

懲
役
十
年
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
た（

16
）。

現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
﹁
ホ
モ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）﹂
や
﹁
ゲ
イ
﹂
と
い
っ
た
言
葉
と
は
異
質
な
、

重
い
刑
事
罰
を
含
意
す
る
バ
ガ
リ
ー
と
い
う
用
語
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
、
極
め
て
強
力
な
圧
力
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ

と
に
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
二
）
バ
ガ
リ
ー
を
め
ぐ
る
法
と
処
罰
―
見
直
し
の
契
機

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
と
い
う
諮
問
機
関
を
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
関
連
刑
法
の
見
直
し
の
た
め
、
議
会
が
わ
ざ
わ
ざ
設
立
し

　
（
七
七
〇
）
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た
と
い
う
事
実
に
は
、
無
論
そ
れ
な
り
の
時
代
背
景
が
存
在
し
た
。
つ
ま
り
、
バ
ガ
リ
ー
あ
る
い
は
猥
褻
犯
と
し
て
逮
捕
・
訴
追
さ
れ
る
こ

と
へ
の
恐
怖
自
体
が
、
秩
序
の
維
持
と
い
う
法
の
一
般
的
目
的
を
越
え
、
む
し
ろ
社
会
を
不
安
定
化
す
る
一
大
要
因
と
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
か
ら
五
三
年
の
間
に
警
察
へ
と
通
報
さ
れ
た
恐
喝
行
為
の

半
数
近
く
が
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

17
）。

こ
の
事
実
か
ら
当
然
推
測
で
き
る
の
は
、
警
察
や
周
囲
へ
の
露
見

を
恐
れ
て
、
脅
迫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
警
察
に
通
報
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
人
々
が
、
さ
ら
に
多
か
っ
た
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
社
会
学
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
場
合
に
、
自
分
は
ど
う
す
る
か
と
問
わ
れ
た
ホ
モ
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
の
う
ち
、
自
殺
を
選
ぶ
と
答
え
た
者
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
し
て
い
た（

18
）。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
、﹁
恐
喝
容
疑
の
捜
査
過
程
に
お
い
て
偶
然
に
露
見
し
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
犯
に
関
し
て
は
、
重
大
な
理
由
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
訴
追
が
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
﹂
と
提
言
す
る
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯

に
関
す
る
警
察
の
主
要
な
情
報
源
は
、
一
方
で
は
密
告
で
あ
り
、
ま
た
他
方
で
は
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
や
他
の
犯
罪
に
よ
る
逮
捕
者
の

自
白
で
あ
っ
た
。
警
察
の
こ
の
よ
う
な
捜
査
方
法
が
、
よ
り
洗
練
・
徹
底
さ
れ
て
き
た
結
果
、
よ
り
多
く
の
（
か
な
り
昔
の
も
の
を
含
む
）

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
が
露
見
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
見
地
に
立
ち
つ
つ
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン

報
告
書
』
が
提
言
す
る
の
は
、﹁
強
制
猥
褻
を
除
き
、
十
二
个
月
を
経
過
し
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
を
起
訴
す
る
こ
と
は
、
法
令
に
よ
り

す
べ
て
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た（

19
）。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
た
ち
を
標
的
と
す
る
国
民
規
模
で
の
広
範
な
﹁
魔
女
狩
り（

20
）﹂

の
結
果
、
相
当
数
の
著
名
人
や
社
会

的
に
地
位
あ
る
者
た
ち
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
が
露
見
、
あ
る
い
は
そ
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
頻
発
し
た
こ
と
も
、
刑

法
改
正
へ
と
向
け
た
議
論
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
貴
族
と
し
て
世
襲
の
上
院
議
員
職
に
あ
っ
た
Ｅ
・

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
男
爵
が
、
一
九
五
三
年
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
男
爵
は
裁

　
（
七
七
一
）
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判
で
は
無
実
を
主
張
す
る
も
の
の
、
結
局
有
罪
判
決
を
受
け
、
一
年
間
服
役
す
る
こ
と
と
な
る
。
刑
法
改
正
に
向
け
た
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン

委
員
会
結
成
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
実
に
こ
の
事
件
で
あ
っ
た（

21
）。

三
．
反
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
言
説
の
解
体
に
向
け
て
―
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
を
読
む

（
一
）
法
的
正
当
性
を
め
ぐ
る
問
題
提
起

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
の
主
要
な
任
務
は
、﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
が
⋮
⋮
刑
法
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
る

べ
き
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
﹂
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
刑
法
の
内
容
・
運
用
の
み
に
、

限
定
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
刑
事
処
罰
を
、
多
く
の
人
々
が
当
然
と
考
え
て
い
た
時
代

に
、
そ
う
し
た
処
罰
の
正
当
性
を
あ
え
て
争
点
化
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
議
論
は
よ
り
原
理
的
な
次
元
で
の
、
法
秩
序
の
分
析
・
批
判
へ

と
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
同
委
員
会
が
ま
ず
と
り
組
ん
だ
の
は
、﹁
い
か
な
る
行
為
が
国
家
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
べ
き

な
の
か
﹂
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
作
業
で
あ
り
、
つ
ま
り
﹁
刑
法
犯
の
必
須
要
素
﹂
を
具
体
的
に
確
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

22
）。

　

そ
の
よ
う
な
作
業
の
過
程
に
お
い
て
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
、﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
﹂
と
﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂

の
間
に
、
明
確
な
区
別
を
設
け
る
こ
と
と
な
る
。
同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂
と
は
﹁
同
性
の
人
々
を
求
め
る
性

的
傾
向
﹂
に
す
ぎ
ず
、﹁
し
た
が
っ
て
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
一
つ
の
状
態
で
あ
り
、刑
法
の
管
轄
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
そ
う
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
﹂。『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
さ
ら
に
、性
的
傾
向
と
し
て
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
、﹁
す

べ
て
か
無
か
﹂
と
い
っ
た
、
二
者
択
一
的
認
識
に
還
元
し
得
る
も
の
で
は
な
い
と
、
指
摘
す
る
。
実
際
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
傾
向

を
多
少
な
り
と
も
有
す
る
人
は
、
世
の
中
に
多
数
存
在
し
、
よ
っ
て
あ
る
人
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
傾
向
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と

　
（
七
七
二
）
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し
て
も
、
そ
れ
が
﹁
著
し
く
性
的
な
種
類
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
﹂
へ
と
、
必
然
的
に
つ
な
が
る
と
い
う
わ
け
で
は
、
決
し
て
な
い
。

刑
法
上
の
規
定
を
別
に
す
れ
ば
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
自
体
に
犯
罪
性
が
存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
﹁
他
者
へ
の
献

身
を
要
求
す
る
職
業
に
お
い
て
、
顕
著
な
成
功
を
収
め
て
い
る
人
々
﹂
の
中
に
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
潜
在
的
傾
向
を
、﹁
多

大
な
社
会
的
価
値
を
有
す
る
活
動
の
動
機
﹂
へ
と
転
化
し
て
い
る
者
も
、
存
在
す
る
の
だ

（
23
）。

（
二
）
病
と
し
て
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
一
種
の
病
気
と
見
な
す
風
潮
は
、
当
時
著
し
く
増
大
し
つ

つ
あ
っ
た（

24
）。

ま
た
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
も
し
病
気
な
ら
ば
、
そ
の
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
治
療
・
予
防
へ
の
道
が
開
か
れ

る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
見
通
し
に
基
づ
き
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
﹁
病
因
﹂
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
存
在
し
た
と

し
て
も
、
別
に
驚
く
に
は
あ
た
る
ま
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
病
因
究
明
と
い
っ
た
試
み
自
体
が
、
す
で
に
現
実
的
な
も
の
で
は
な
い
と
、『
ウ
ォ
ル
フ

ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
主
張
す
る
。
遺
伝
的
要
因
に
せ
よ
、
ま
た
様
々
な
環
境
的
要
因
（
家
族
関
係
、
不
適
切
な
性
教
育
、
若
年
期
に
お
け

る
異
性
関
係
の
欠
如
、
等
々
）
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
中
の
ど
れ
か
の
要
素
が
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
原
因
と
し
て
、
現
段
階
で
科
学

的
に
特
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、﹁
こ
う
し
た
諸
要
因
の
間
に
、
直
接
的
か
つ
具
体
的
な
因
果
関
係
が
あ
る
と
主

張
す
る
こ
と
は
、
性
向
と
し
て
は
完
全
に
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
個
々
人
に
お
い
て
も
⋮
⋮
同
じ
要
素
の
す
べ
て
が
観
察
さ
れ
る
と

い
う
事
実
を
、
無
視
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
﹂。
こ
う
し
た
見
地
に
立
ち
つ
つ
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
を
特
定
の
病
因
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
、
依
然
と
し
て
十
分
な
科
学
的
根
拠
が
な
い
と
い
う
結
論
を
、
提
示
す
る（

25
）。

　

ま
た
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
病
気
と
す
る
見
解
が
孕
む
問
題
は
、
そ
の
非
科
学
性
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
仮
に
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

　
（
七
七
三
）
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テ
ィ
が
病
気
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
治
療
の
対
象
と
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
、
た
と
え
原
因
が
病
気
に
あ
る

と
し
て
も
、
病
気
の
結
果
が
社
会
的
騒
擾
を
生
じ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
﹁
刑
罰
を
含
む
諸
々
の
社
会
的
手
段
﹂
に
よ
っ
て
処
置
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
課
題
は
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
病
気
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
起
因
す
る
行

為
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
全
面
的
に
可
能
で
あ
る
と
は
言
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
一
部
の
精
神
医
学
者
が
主
張
す
る

よ
う
に
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
﹁
衝コ

ン
パ
ル
シ
ヴ

動
性
の
﹂、
つ
ま
り
意
思
に
よ
っ
て
は
抵
抗
し
得
な
い
性
向
で
あ
る
な
ら
ば
、
行
為
者
の
責
任

能
力
の
有
無
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
で
あ
ろ
う（

26
）。

　

上
述
の
議
論
に
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
＝
病
気
と
い
う
見
解
に
対
し
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
は
深
い
疑

問
を
呈
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
完
全
に
一
蹴
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
一
種
の
曖
昧
さ
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
法

的
規
制
全
般
を
め
ぐ
る
同
委
員
会
の
態
度
に
も
観
察
で
き
る
。『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
が
意
志
に
よ
っ
て
は
抵
抗
し
難
い
病
気
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
を
お
こ
な
っ
た
男
性
に
対
し
、
刑
罰
を
課
す

こ
と
が
不
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
法
規
制
に
ま
っ
た
く
意
義
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。﹁
癲

癇
持
ち
の
者
に
運
転
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
社
会
一
般
の
た
め
に
予
防
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う（

27
）﹂。

（
三
）
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
﹁
拡
散
﹂
と
、﹁
法
が
管
轄
す
る
適
切
な
領
域
﹂

　
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
が
書
か
れ
た
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
人
口
に
関
し
、
入
手
し
得
る
数
値
の
﹁
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
は
、
刑
事
あ
る
い
は
医
事
記
録
か
ら
抽
出
さ
れ
た
﹂
も
の
で
あ
り
、
他
の
種
類
の
客
観
的
統
計
は
、
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
過
去
五
十
年
間
で
著
し
く
拡
散
し
て
お
り
、
ま
た
ホ
モ
セ
ク
シ

　
（
七
七
四
）
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ュ
ア
ル
行
為
は
以
前
よ
り
も
そ
の
数
を
増
し
て
い
る
と
、
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
﹂。
こ
う
し
た
一
般
認
識
の
主
な
根
拠
は
、
警
察
発
表
で

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
数
値
の
信
頼
性
に
対
し
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
深
刻
な
疑
念
を
表
明
す
る
。
警
察
に
よ
っ
て
と
り

締
ま
ら
れ
た
事
件
数
の
増
加
と
い
う
の
は
、
確
か
に
一
つ
の
事
実
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
実
自
体
は
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
拡
散
の
裏
づ
け
と
し
て
、
必
ず
し
も
有
効
と
は
言
え
な
い
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
が
露
見
す
る
の
は
、
警
察
に
直
接
発
見
さ
れ
る
か
、

ま
た
は
誰
か
の
密
告
に
よ
る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
う
し
た
事
例
が
増
加
し
た
主
因
は
、
警
察
が
よ
り
洗
練
さ
れ
た
捜
査
手
法
を
用

い
つ
つ
、
同
時
に
密
告
（﹁
通
報
﹂
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？
）
を
推
奨
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た（

28
）。

　

要
す
る
に
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
の
検
挙
率
増
加
と
は
、
警
察
の
と
り
締
ま
り
方
法
が
効
率
化
さ
れ
た
こ
と
の
、
一
つ
の
結
果
に
す
ぎ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
警
察
発
表
に
基
づ
く
統
計
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
人
口
の
増
加
や
、
特
定
地
域
で
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
拡
散
を
客
観
的
に
証
明
す
る
資
料
と
は
、
到
底
な
り
得
な
い
。
上
述
の
認
識
に
基
づ
き
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
、﹁
ホ
モ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
は
人
口
の
ご
く
一
部
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
て
お
り
、
無
視
せ
ず
ま
た
公
に
過
剰
な
関
心
を
も
払
わ
ず
、
適
切
な
視
野
に

お
い
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と
主
張
す
る
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
無
条
件
に
犯
罪
と
定
め
る
既
存
の
法
秩
序
が
、
こ
の
よ
う

な
考
察
を
経
て
、
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る

（
29
）。

　
﹁
法
が
管
轄
す
る
適
切
な
領
域
﹂
を
確
定
す
る
に
際
し
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
と
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
れ
な
り
に
首
肯

で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
未
成
年
や
知
的
障
害
者
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
性
犯
罪
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
要
素

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
刑
法
犯
に
該
当
し
、
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
お
い
て
、
従
来
の
法
規
制
が
変
更
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
な
い
。
ま
た
、
法

の
一
般
的
目
的
は
、
公
序
良
俗
の
維
持
を
第
一
と
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、﹁
男
性
間
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
が
人
前
で
発
生

し
た
際
、
そ
う
し
た
行
為
は
こ
れ
ま
で
通
り
、︹
猥
褻
行
為
と
し
て
︺
刑
法
に
則
り
対
処
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

30
）﹂。

　

一
方
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
は
、
一
九
五
六
年
三
月
ま
で
の
三
年
間
で
、
四
八
〇
名
の
二
十
一
歳
以
上
の
男
性
が
、

　
（
七
七
五
）
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同
じ
く
成
人
の
男
性
を
相
手
に
、
双
方
合
意
の
上
で
性
交
渉
を
持
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
有
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
が
、『
ウ

ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
言
う
、﹁
法
が
管
轄
す
る
適
切
な
領
域
﹂
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
、

同
報
告
書
の
主
張
は
、
解
説
の
必
要
が
な
い
ほ
ど
明
快
で
あ
る
。﹁
あ
る
人
に
よ
る
行
為
が
公
益
に
著
し
く
悖
る
よ
う
に
見
え
、
ゆ
え
に
公

益
の
守
護
者
と
し
て
の
法
が
そ
う
し
た
行
為
に
介
入
す
べ
き
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
個
人
の
私
生
活
上
の
行
為
に
対
し
て
法
が
干
渉
す
る
こ

と
を
、
我
々
は
適
切
と
考
え
な
い（

31
）﹂。

（
四
）
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
合
法
化
へ
の
反
対
論
と
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
の
反
論

　

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
法
規
制
を
支
持
す
る
見
解
の
主
な
も
の
と
し
て
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
以
下
の
三
つ
を
指
摘

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
（
一
）
健
全
な
社
会
に
対
す
る
脅
威
で
あ
り
、
ま
た
（
二
）
家
族
生
活
を
破
壊
す
る

元
凶
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、（
三
）
大
人
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
が
子
供
を
性
的
対
象
と
す
る
可
能
性
も
、
決
し
て
少
な
く
な
い（

32
）。

代
表

的
な
反
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
言
論
を
こ
の
よ
う
に
要
約
し
た
後
に
、
同
報
告
書
は
逐
一
反
論
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
（
一
）
に
関
し
て
、こ
の
種
の
議
論
が
客
観
的
根
拠
を
欠
い
て
い
る
と
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
指
摘
す
る
。
な
る
ほ
ど
、

相
当
数
の
人
々
が
世
の
中
の
倫
理
的
・
道
徳
的
退
廃
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、﹁
道
徳
的
信
念
や
本

能
的
感
情
は
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
蹂
躙
し
た
り
、
こ
の
種
の
私
的
な
性
行
動
を
刑
法

の
管
轄
内
に
含
め
た
り
す
る
た
め
の
、
正
当
な
論
拠
で
は
な
い

（
33
）﹂。

　

ま
た
（
二
）
へ
の
反
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、﹁
社
会
の
基
本
単
位
﹂
と
し
て
の
家
族
に
と
っ
て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
破
壊

的
要
因
と
な
る
可
能
性
を
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
い
ち
お
う
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
こ
と
は
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
間
の
不
貞
行
為
や
、
女
性
側
の
レ
ズ
ビ
ア
ン
行
為
に
関
し
て
も
言
え
る
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
み
を
刑

　
（
七
七
六
）



イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
合
法
化
の
問
題

�

二
〇
七

同
志
社
法
学　

五
九
巻
二
号

法
犯
と
す
る
理
由
は
、
特
に
見
い
だ
さ
れ
得
な
い（

34
）。

　

そ
し
て
（
三
）
に
関
し
て
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
が
指
摘
す
る
の
は
、
大
人
を
性
的
対
象
と
す
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
、
子

供
を
対
象
と
す
る
小
児
性
愛
者
が
、
本
質
的
に
異
な
る
二
つ
の
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。﹁
我
々
の
得
た
信
頼
す
べ
き
情
報
に
よ

れ
ば
、
大
人
の
相
手
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
関
係
を
持
つ
男
性
が
、
少
年
へ
と
目
を
向
け
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
﹂。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
と
小
児
性
愛
を
こ
の
よ
う
に
峻
別
し
た
後
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
小
児
性
愛
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
刑
法
犯
と
し
て

と
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
提
言
し
て
い
る（

35
）。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
合
法
化
は
、
小
児
性
愛
を
未
然
に
防
ぐ
手
段
と
し
て
有
効
た
り
得
る
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
た
ち
の
中
に
は
、
刑
事
訴
追
や
恐
喝
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
大
人
よ
り
も
む
し
ろ
未
成
年
を
相
手
に
す
る
こ
と
で
、
事
の
露
見
を
防
ご
う
と

す
る
者
も
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
双
方
の
合
意
に
基
づ
く
大
人
の
間
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
合
法
化
す
る
こ
と

が
、
結
果
的
に
未
成
年
の
保
護
へ
と
つ
な
が
る
と
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
主
張
す
る（

36
）。

　

こ
う
し
た
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
が
至
っ
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
で
あ
っ
た
。

社
会
が
法
の
力
を
通
じ
て
、
法
的
な
罪
の
範
囲
と
道
徳
上
の
罪
の
そ
れ
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
、
故
意
に
試
み
る
こ
と
の
な
い
限
り
、

端
的
か
つ
大
ま
か
に
言
っ
て
、
法
の
与
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
個
人
的
道
徳
・
不
道
徳
の
領
域
が
、
存
在
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
で
、
個
人
的
不
道
徳
を
黙
認
・
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
道
徳
的
あ
る
い
は
不
道

徳
的
行
為
が
、
そ
も
そ
も
個
人
的
・
私
的
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
己
の
行
動
に
対
す
る
一
人
一
人
の
個
人
的
・
私

的
責
任
が
、
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る（

37
）。

　
（
七
七
七
）
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上
述
の
よ
う
な
個
人
的
・
私
的
責
任
は
、
必
ず
し
も
社
会
の
成
員
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
原
則
的
に
言
っ
て
、
個
人

的
自
由
の
担
保
た
る
べ
き
責
任
と
は
、
そ
れ
を
負
う
に
足
る
だ
け
の
成
熟
し
た
判
断
力
を
有
す
る
、
自
律
的
な
個
人
を
前
提
と
し
た
概
念
で

あ
る
。
性
の
問
題
に
つ
い
て
こ
う
し
た
論
点
を
敷
衍
す
れ
ば
、
自
分
の
性
行
動
に
対
し
責
任
を
自
覚
し
得
る
﹁
大
人
﹂
と
、
そ
う
で
は
な
い

﹁
子
供
﹂
と
を
区
別
す
る
境
目
、
つ
ま
り
性
交
合
意
年
齢
（age of consent

）
の
問
題
が
、
こ
こ
で
浮
上
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
間
の
あ
る
べ
き
性
交
合
意
年
齢
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
﹁
合
意
﹂
と
﹁
私
的
﹂

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
ま
ず
論
じ
る
。
こ
の
二
点
に
関
し
同
報
告
書
が
採
用
す
る
定
義
は
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
関
係
に
適
用
さ
れ

る
そ
れ
と
、
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
自
由
意
志
を
有
す
る
個
人
の
間
で
結
ば
れ
る
べ
き
﹁
合
意
﹂
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
、
詐
欺
に
よ
る

も
の
、
あ
る
い
は
暴
力
・
薬
に
よ
っ
て
強
要
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
精
神
疾
患
を
理
由
と
し
て
、
合
意
が
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

得
る
。
ま
た
、﹁
私
的
﹂
に
つ
い
て
も
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
し
、
特
に
異
な
っ
た
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
公
衆
の
面
前
で
お
こ
な
わ
れ
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
行
為
は
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
そ
れ
と
同
じ
く
公
然
猥
褻
と
さ
れ
る（

38
）。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
﹁
合
意
﹂
概
念
は
、
万
人
に
適
用
さ
れ
得
る
も
の
で
な
く
、
そ
こ
に
一
定
の
年
齢
制
限
が
課
さ
れ
る
べ
き
こ

と
は
自
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
由
な
個
人
間
で
の
性
交
に
向
け
た
合
意
と
は
、
何
よ
り
も
﹁
大
人
﹂
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
と
す
れ
ば
、
性
交
合
意
年
齢
に
お
け
る
﹁
大
人
﹂
と
は
、
具
体
的
に
何
歳
か
ら
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
お
け
る
性
交
合
意
年
齢
は
十
六
歳
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
十
七
歳
）
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
年
齢
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
対
し
て
も
無
条
件
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
お
け
る
﹁
大
人
﹂
の
年
齢
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
が
考
慮
し
た
の
は
、（
一
）

　
（
七
七
八
）
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若
年
者
保
護
の
必
要
性
、（
二
）
男
性
の
性
発
達
パ
タ
ー
ン
が
定
ま
る
と
言
わ
れ
る
年
齢
、（
三
）﹁
己
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
﹂
と
い
う
意

味
で
の
﹁
大
人
﹂
の
定
義
、（
四
）
具
体
的
な
年
齢
を
定
め
て
し
ま
う
こ
と
に
伴
い
予
期
さ
れ
る
結
果
と
い
う
、
四
つ
の
条
件
で
あ
る（

39
）。

　
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
ま
ず
、
子
供
に
対
す
る
性
的
保
護
の
必
要
性
を
、
い
ち
お
う
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
い
つ
ま

で
も
子
供
で
は
な
い
こ
と
も
、
ま
た
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
男
女
と
も
に
い
ず
れ
は
大
人
に
な
る
の
だ
か
ら
、
性
的

保
護
と
い
う
論
議
自
体
が
、
過
剰
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
、
当
然
あ
り
得
る
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ

ン
デ
ン
委
員
会
の
中
に
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
男
性
の
性
交
合
意
年
齢
を
十
六
歳
に
定
め
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
存
在
し
た
。
男
女
が
同

じ
年
齢
で
﹁
大
人
﹂
に
達
す
る
と
前
提
で
き
る
な
ら
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
異
な
っ
た
性
交
合
意
年
齢
を
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
に
の

み
設
定
す
る
理
由
は
、
特
に
存
在
し
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
人
間
が
ど
の
年
齢
で
肉
体
的
・
性
的
に
大
人
と
な
る
か
を
、
正
確
に
定
め
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
委
員
会
の
召
喚
し
た
医
療
関
係
者
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
男
性
は
一
般
的
に
言
っ
て
、
ほ
ぼ
十
六
歳
ま
で

に
十
分
な
性
的
成
熟
に
至
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
察
を
経
て
、
性
交
合
意
年
齢
と
し
て
十
六
歳
が
妥
当
と
い
う
意
見
が
、

主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る（

40
）。

　

一
方
で
、
上
述
の
見
解
へ
の
反
対
も
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
の
内
部
で
根
強
か
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
肉
体
的
・
性
的
成
熟

は
、
精
神
や
判
断
力
の
十
分
な
成
熟
を
、
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
一
般
に
言
わ
れ
る
﹁
大
人
﹂
と
は
、
自
身
の
行
動
に
対
し
責
任
を
負
い

得
る
、
あ
る
い
は
負
う
べ
き
年
齢
に
達
し
た
人
間
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
﹁
大
人
﹂
認
識
に
お
い
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
当

時
の
法
的
な
成
人
年
齢
、
つ
ま
り
二
十
一
歳
以
上
と
い
う
線
引
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
間
の
性
交
合
意
年

齢
を
二
十
一
歳
と
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
、
委
員
会
内
で
有
力
で
あ
っ
た（

41
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
性
交
合
意
年
齢
を
二
十
一
歳
と
す
べ
き
と
い
う
主
張
に
対
し
て
も
、
有
力
な
反
駁
が
存
在
し
た
。
実
際
問
題
と
し
て
、

二
十
一
歳
に
ま
も
な
く
達
し
よ
う
と
す
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
を
﹁
子
供
﹂
と
見
な
し
、
児
童
お
よ
び
若
年
者
法
（C

hildren and Young 
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七
七
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ct

）
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
、﹁
監
督
ま
た
は
保
護
﹂
下
に
置
く
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
無
理
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

年
齢
を
十
八
歳
に
定
め
た
場
合
に
、
ま
だ
し
も
多
少
の
合
理
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
十
八
歳
と
い
う
線
引
き

が
妥
当
で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
十
八
歳
を
﹁
大
人
﹂
と
見
な
し
、
こ
の
年
齢
に
達
し
た
若
者
に
性
的
自
決
権
を
付
与
す

べ
き
と
い
う
主
張
に
対
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
強
い
反
発
が
委
員
の
一
部
か
ら
表
明
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
十
八
歳
と
い
っ
て
も
実
態
は

ま
だ
ま
だ
﹁
子
供
﹂
に
す
ぎ
ず
、
性
的
自
決
権
に
値
す
る
ほ
ど
の
賢
明
な
判
断
力
を
そ
の
年
齢
の
若
者
が
有
す
る
と
は
、
一
般
に
考
え
に
く

い
。
ま
た
、
多
数
の
若
者
が
十
八
歳
で
初
め
て
親
元
を
離
れ
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
若
者
を
金
銭
や
好
意
に
よ
っ

て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
と
引
き
込
む
年
上
の
男
性
の
実
例
が
、
相
当
数
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た（

42
）。

　

要
す
る
に
、
年
齢
の
線
引
き
が
ど
こ
で
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
。
そ
う
し
た
事
実
を
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会

は
十
分
認
め
る
一
方
で
、
そ
の
構
成
員
の
大
多
数
が
二
十
一
歳
と
い
う
線
引
き
に
合
意
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
一
定
の
考
察
に
値
す
る
。

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
議
論
の
後
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
が
お
こ
な
っ
た
の
は
、
以
下
の
問
題
提
起
で
あ
っ
た
―

十
八
歳
と
い
う
比
較
的
若
い
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
た
ち
が
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
社
会
で
生
き
ざ
る
を
得
な
い
時
、周
囲
か
ら
の
﹁
望

ま
し
く
な
い
種
類
の
関
心
や
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
﹂
こ
と
に
、
は
た
し
て
よ
く
耐
え
得
る
で
あ
ろ
う
か
。﹁
線
引
き
年
齢
を
引
き
上
げ
る
こ

と
は
、
彼
ら
を
こ
う
し
た
関
心
・
圧
力
か
ら
守
る
た
め
に
役
立
つ
﹂
と
、
同
報
告
書
は
主
張
す
る
。
性
交
合
意
年
齢
を
二
十
一
歳
と
定
め
た

根
拠
は
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
若
年
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
た
ち
﹁
特
有
の
脆
弱
さ
に
鑑
み
た
﹂、
そ
れ

自
体
が
ま
さ
し
く
﹁
大
人
﹂
の
立
場
か
ら
の
判
断
で
あ
っ
た（

43
）。
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七
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〇
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五
．『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
評
価

　
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
意
義
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
発
表
さ
れ
た
当
時
の
時
代
状
況
を
抜
き
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
一
九
五
〇
年
代
と
は
、
保
守
党
政
権
下
の
反
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
強
硬
派
が
、
政
府
や
警
察
内
で
相
当
の
力
を
有
し
て
い
た
時
代
で

あ
っ
た（

44
）。

そ
う
し
た
時
代
の
最
中
に
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
合
法
化
へ
と
向
け
た
提
言
を
堂
々
と
打
ち
出
し
、﹁
当
時
の
基
準
か
ら

す
れ
ば
進
歩
的（

45
）﹂

で
あ
っ
た
、
一
九
六
七
年
性
犯
罪
法
の
成
立
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
点
で
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
歴
史
的

重
要
性
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
。
そ
の
内
容
に
見
ら
れ
る
様
々
な
時
代
的
限
界
に
関
し
、
一
定
の
留
保
を
つ
け
つ
つ
も
、

﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
態
度
の
自
由
化
と
い
う
点
で
、
一
つ
の
画
期
的
出
来
事（

46
）﹂

で
あ
る
と
、
同
報
告
書
を
肯
定
的
に
評
価

す
る
立
場
は
、
今
の
と
こ
ろ
い
ち
お
う
主
流
を
占
め
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
中
に
、
時
代
的
限
界
と
い
う
概
念
に
は
安
易
に
還
元
で
き
な
い
、
深
刻
な
問
題
が
看
取
で

き
る
こ
と
も
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
未
成
年
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
に
対
す
る
﹁
治
療
﹂
の
可
能
性
を
、
同
報
告
書

が
容
認
し
て
い
る
点
で
あ
る
。﹁
二
十
一
歳
未
満
の
者
が
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
と
し
て
有
罪
で
あ
る
場
合
、
裁
判
所
が
刑
を
宣
告
す
る

前
に
、
精
神
科
医
に
よ
る
報
告
を
求
め
、
ま
た
そ
の
内
容
を
考
慮
す
る
よ
う
、
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
﹂。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
が
一
種
の
病
気
で
あ
る
と
の
主
張
に
は
、
十
分
な
根
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
一
方
で
、﹁
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
治
療
の
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
﹂
と
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
述
べ
る
。
人
格

上
の
諸
問
題
は
病
気
と
は
言
え
な
い
に
せ
よ
、
精
神
科
医
が
通
常
の
治
療
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
が
病
気
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
学
問
的
な
問
題
は
、
現
に
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
人
々
が
、
治
療
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
、
ど

の
よ
う
に
救
済
さ
れ
る
か
と
い
う
実
践
上
の
問
題
に
比
べ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
﹂。
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
同

　
（
七
八
一
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報
告
書
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
の
は
、﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
病
因
な
ら
び
に
様
々
な
治
療
法
の
効
果
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

47
）。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
に
お
い
て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
＝
病
気
と
い
う
見
解
は
、
科
学
的
に
見

て
証
拠
不
十
分
と
し
て
退
け
ら
れ
た
。
一
方
で
同
報
告
書
は
、
未
成
年
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
へ
の
﹁
治
療
﹂
の
可
能
性
に
言
及
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
病
と
し
て
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
世
間
一
般
の
認
識
を
、
実
質
的
に
容
認
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
さ
ら

に
言
え
ば
、
未
成
年
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
治
療
可
能
性
と
並
行
し
て
、
同
報
告
書
は
﹁
一
過
性
の
肉
欲
の
表
出

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
す
ぎ
な
い
⋮
⋮
振
る
舞

い
﹂
と
し
て
の
、
二
十
一
歳
未
満
の
若
者
に
よ
る
軽
微
な
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
を
裁
判
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
そ
う
し
た
犯
罪
者
を
﹁
治

療
あ
る
い
は
、
よ
り
一
般
的
な
種
類
の
指
導
の
た
め
の
保
護
観
察
﹂
の
下
に
置
く
こ
と
を
、
提
言
し
て
い
る（

48
）。

保
護
観
察
の
後
、
暗
黙
に
期

待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
正
常
な
性
と
し
て
の
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
復
帰
で
あ
り
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報

告
書
』
の
こ
う
し
た
点
に
、﹁
潜
在
的
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
保
護
﹂
へ
の
意
図
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る（

49
）。

　

ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
は
異
な
る
性
交
合
意
年
齢
を
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
に
適
用
し
た
際
に
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
が
採

用
し
た
論
法
に
対
し
て
も
、
批
判
は
存
在
す
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
肉
体
的
・
性
的
成
熟
に
達
す
る
一
般
的
な
年
齢
が
十
六
歳
で
あ

る
と
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
は
認
め
る
。
一
方
で
同
報
告
書
は
、そ
の
年
齢
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
た
ち
が
、周
囲
か
ら
の
重
圧
・

非
難
に
耐
え
得
る
ほ
ど
、
精
神
的
に
大
人
と
な
る
に
は
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
、
結
論
し
て
い
る
。﹁
こ
う
し
た
心
と
体
の
分
裂
を
前
提

と
す
れ
ば
、
完
全
な
公
民
と
し
て
選
択
を
お
こ
な
う
権
利
を
獲
得
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
得
る
の
は
、
特
定
の
内
面
的
諸
能
力
を
達
成
し

た
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う（

50
）﹂。

　

性
交
合
意
年
齢
の
差
別
的
設
定
は
、
一
般
に
成
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
年
齢
に
達
し
、
ま
た
当
人
も
大
人
と
自
認
し
て
い
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ

　
（
七
八
二
）
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ア
ル
に
と
っ
て
、
不
条
理
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
一
九
六
九
年
に
は
、
婚
姻
を
含
む
契
約
関
係
に
お
い
て
、
法
的
に
成
人
と
見
な

さ
れ
る
年
齢
が
、
二
十
一
歳
か
ら
十
八
歳
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る（

51
）。

こ
う
し
た
実
情
に
鑑
み
れ
ば
、
十
八
歳
以
上
二
十
一
歳
未

満
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
を
、
性
的
関
係
に
お
い
て
の
み
未
成
年
と
見
な
し
、
法
規
制
の
対
象
と
し
て
定
め
た
こ
と
は
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン

デ
ン
報
告
書
』
の
主
張
す
る
よ
う
な
、
若
年
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
に
﹁
特
有
の
税
弱
さ
﹂
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
十
分
に
納
得
の
い
く
主
張

と
は
言
え
ま
い
。
成
長
期
に
あ
る
若
者
が
性
的
に
活
発
化
す
る
と
さ
れ
る
年
齢
に
関
し
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の

間
で
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ
な
い
以
上
、
前
者
の
性
交
合
意
年
齢
を
一
方
で
十
六
歳
と
し
つ
つ
も
、
他
方
で
若
者
﹁
特
有
の
脆
弱
さ
﹂
を
後

者
の
み
に
見
い
だ
し
、
二
十
一
歳
と
い
う
性
交
合
意
年
齢
を
法
令
化
す
る
こ
と
は
、
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
提
言
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
、
一
九
六
七
年
の
改
正
性
犯
罪
法
が
施
行
さ
れ
る
に
伴
い
、
こ
う
し
た

矛
盾
は
拡
大
再
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
。
成
人
間
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
合
法
化
さ
れ
た
一
方
で
、
社
会
通
念
に
し
た
が
え
ば
大
人
と

し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
、
十
八
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
は
、
依
然
と
し
て
警
察
の
と
り
締
ま
り
対
象
で
あ
り
続
け
た
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
間
の
性
交
合
意
年
齢
を
二
十
一
歳
と
定
め
、
そ
れ
未
満
の
者
を
性
的
に
﹁
子
供
﹂
と
見
な
す
一
九
六
七

年
性
犯
罪
法
が
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
小
児
性
愛
を
同
一
視
す
る
風
潮
へ
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
間
の
性
交
合
意
年
齢
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
保
守
派
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
﹁
小
児
性
愛
の
擁
護
﹂
と
し
て

攻
撃
さ
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
攻
撃
は
、
近
年
に
至
る
ま
で
続
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

52
）。

　

人
々
が
そ
の
私
的
領
域
に
お
い
て
お
こ
な
う
性
の
営
み
に
対
し
、
法
が
原
則
的
に
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ

ン
報
告
書
』
が
採
用
し
た
原
則
は
、
個
々
人
の
自
由
を
尊
重
し
、
そ
れ
に
対
す
る
国
家
の
干
渉
を
最
小
化
す
る
と
い
う
点
で
は
、
な
る
ほ
ど

一
定
の
リ
ベ
ラ
ル
な
態
度
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、﹁
法
が
管
轄
す
る
適
切
な
領
域
﹂
か
ら
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　
（
七
八
三
）
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が
除
外
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
倫
理
的
・
道
徳
的
次
元
で
の
容
認
へ
と
、
無
条
件
に
つ
な
が
る
も
の
で
も
な

か
っ
た
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
合
法
化
へ
の
道
は
、﹁
犯
罪
（crim

e

）
と
罪
業
（sin

）
と
を
区
別
す
る（

53
）﹂

こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
開

か
れ
た
一
方
で
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
に
お
い
て
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
自
体
は
、﹁
成
熟
し
た
主
体
が
、
法
に
よ
る
処
罰

を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
み
ず
か
ら
行
使
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
責
任（

54
）﹂

の
領
域
と
し
て
、
再
規
定
さ
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ホ
モ
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
と
い
う
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
存
在
す
る
個
人
は
、
そ
う
し
た
生
き
方
を
私
的
領
域
に
と
ど
め
る
限
り
、
基
本
的
に
法
に
よ

る
処
罰
の
対
象
の
外
側
に
あ
り
つ
つ
も
、
彼
ら
が
個
々
人
の
責
任
に
基
づ
き
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
を
選
択
し
た
と
い
う
理
由

で
、依
然
と
し
て
罪
人
た
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。﹁
新
た
に
合
法
化
さ
れ
た
が
、道
徳
的
に
は
依
然
と
し
て
非
難
す
べ
き
人
々（

55
）﹂

と
い
う
の
が
、

『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
一
九
六
七
年
性
犯
罪
法
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

の
実
質
的
定
義
で
あ
っ
た
。

六
．
結　
　

論

　

本
論
の
冒
頭
に
て
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
に
施
行
さ
れ
た
同
性
婚
法
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
性
愛
の
あ
り
方
に
基

づ
く
対
関
係
に
、
異
性
間
の
婚
姻
に
準
ず
る
明
確
な
法
的
基
盤
を
与
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。﹁
法
の
管
轄
す
る
適
切
な
領
域
﹂
か

ら
い
っ
た
ん
は
除
か
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
、
法
体
系
の
内
部
で
つ
い
に
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
と
い
う
点
で
、
同

性
婚
の
実
現
は
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
的
世
界
観
の
完
全
な
終
焉
で
は
な
い
に
せ
よ
、
著
し
い
衰
退
を
示
す
一
つ
の
証
左
で
は

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
発
表
か
ら
す
で
に
五
十
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、
さ
ら
に
同
性
婚
が
現
実
に

お
こ
な
わ
れ
る
に
至
っ
た
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
同
報
告
書
の
議
論
の
相
当
部
分
が
も
は
や
新
味
に
欠

　
（
七
八
四
）
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け
、
陳
腐
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い（

56
）。

　
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
と
り
ま
と
め
作
業
の
座
長
を
務
め
た
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
は
、
一
九
七
六
年
出
版
の
自
伝
に
お

い
て
、
往
事
を
振
り
返
り
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
と
な
っ
て
は
、
す
べ
て
が
大
昔
の
こ
と
の
よ
う
だ
。﹁
い
や
、
何
と
も
古
臭
い
も
の
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
報
告
書
を
読
み
直
し
た
と

こ
ろ
な
の
で
す
が
、
内
容
が
あ
ま
り
に
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
風
に
す
ぎ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
い
っ
た
い
何
が
い

け
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
﹂
―
こ
こ
数
年
間
で
私
を
取
材
し
に
来
た
、
若
い
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
た
ち
の
こ
う
し
た
思
い
が
、
私
に
は

完
全
に
理
解
で
き
る
。
彼
ら
の
感
想
自
体
は
、
別
に
そ
れ
で
よ
い
。
考
察
範
囲
を
全
体
的
に
見
直
す
時
期
で
あ
り
、
ま
た
改
変
す
べ
き

箇
所
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
い
う
の
も
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。
二
十
年
近
く
経
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
私
に
と
っ
て
面

白
い
の
は
、
一
九
五
七
年
段
階
で
、
多
数
の
人
々
か
ら
不
届
き
千
万
と
考
え
ら
れ
た
我
々
が
、
い
ま
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
風
の
時
代
遅
れ

の
輩
と
、
一
般
に
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

57
）。

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
卿
が
み
ず
か
ら
を
﹁
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
風
の
時
代
遅
れ
の
輩
﹂
と
自
嘲
し
て
か
ら
、
そ
の
後
さ
ら
に
三
十
年
あ
ま
り
が

経
過
し
て
い
る
。『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
内
容
や
主
張
の
い
く
つ
か
は
、
な
る
ほ
ど
相
当
に
古
び
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
同
報
告
書
が
か
つ
て
有
し
た
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
意
義
自
体
も
、
す
で
に
歴
史
化
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

一
方
で
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
し
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
が
お
こ
な
っ
た
諸
々
の
考
察
に
は
、
少
な
く
と
も
現
代
日

本
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
、
い
ま
だ
示
唆
に
富
む
点
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
ウ
ォ
ル

　
（
七
八
五
）
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フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
そ
の
合
法
化
を
め
ぐ
る
考
察
は
、
ま
さ
に
行
き
つ
戻
り
つ
の
道

程
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
る
特
定
の
立
場
・
見
解
を
、
一
面
的
に
採
用
し
た
と
い
う
よ
う
な
類
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
議
論
に

携
わ
っ
た
人
々
の
疑
念
や
迷
い
を
、
如
実
に
反
映
し
た
産
物
の
よ
う
に
思
え
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
に
、
我
々
は
み
ず
か
ら
の
歴
史
の

中
で
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
に
比
肩
す
る
歴
史
的
文
書
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。﹁
日
本
の
場
合
に
は
、
同
性
愛
を
め
ぐ
っ

て
は
、
西
洋
の
い
く
つ
か
の
国
々
で
お
よ
そ
二
十
年
か
ら
三
十
年
の
時
間
経
過
の
な
か
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
理
論
構
築
や
実
践
の
歴
史

が
、
こ
こ
十
年
弱
の
あ
い
だ
に
、
い
わ
ば
圧
縮
さ
れ
た
形
で
展
開
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
る（

58
）﹂

と
、
あ
る
識
者
は
述
べ
る
。
私
と

し
て
は
こ
の
指
摘
自
体
に
異
論
は
な
い
が
、
一
方
で
、
理
論
構
築
や
実
践
に
お
い
て
圧
縮
し
た
過
程
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
点
に
、

我
々
に
と
っ
て
真
剣
に
考
え
る
べ
き
問
題
が
存
す
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
は
な
い
か
と
い
う
気
は
す
る
。

　

歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
を
無
視
し
て
、
同
性
愛
の
﹁
先
進
国
﹂
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
安
易
に
教
訓
を
得
よ
う
と
す
る
の
は
、
な
る
ほ
ど

適
切
と
は
言
え
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
最
も
身
近
で
切
実
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
に
関
し
、
政
治
が
真
っ
向
か
ら
検
討
を
加
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
そ
こ
に
無
視
で
き
な
い
多
く
の
限
界
・
欠
点
が
伴

っ
て
い
た
と
は
い
え
、
や
は
り
学
ぶ
に
値
す
る
一
つ
の
先
例
で
は
あ
る
ま
い
か
。『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
が
批
判
的
に
読
ま
れ
る

べ
き
文
書
で
あ
る
こ
と
は
確
か
に
せ
よ
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
主
題
へ
と
可
能
な
限
り
真
摯
に
向
き
合
お
う
と
し
た
、
そ
の
態

度
自
体
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
と
思
う
。

（
追
記
）
本
論
文
が
当
初
出
版
さ
れ
た
際
に
は
、buggery

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
て
バ
ジ
ャ
リ
ー
を
採
用
し
て
い
た
が
、
こ
の
表
記
は
必
ず
し
も
一
般
的

な
も
の
で
は
な
い
と
後
に
判
明
し
た
た
め
、該
当
部
分
を
す
べ
て
バ
ガ
リ
ー
に
変
更
し
た
う
え
で
、こ
こ
に
改
訂
版
を
公
開
す
る（
二
〇
一
一
年
五
月
一
日
）。

　
（
七
八
六
）
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（
1
）　

二
〇
〇
四
年
同
性
婚
法
の
全
文
に
つ
い
て
は
、O

P
SI

（O
ffice of P

ublic Sector Inform
ation

）
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.opsi.gov.uk/acts/

acts2004/20040033.htm
#aofs

）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、B

B
C

 N
ew

s

の
以
下
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
、
同
法
の
内
容
の
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。“A

t-a-glance: C
ivil 

partnerships ”

（http://new
s.bbc.co.uk/1/hi/uk_politics/3585819.stm

）。
同
性
婚
の
登
録
を
お
こ
な
っ
た
カ
ッ
プ
ル
の
数
に
つ
い
て
は
、B

B
C

 N
ew

s

の “G
ay 

‘w
eddings ’ top 15,500 in U

K
” （http://new

s.bbc.co.uk/2/hi/uk_new
s/6206320.stm

）
を
典
拠
と
し
た
。

（
2
）　

A
lkarim

 Jivani, It’s n
ot U

n
u

su
a

l: A
 H

istory of L
esbia

n
 a

n
d

 G
a

y B
rita

in
 in

 th
e Tw

en
tieth

 C
en

tu
ry （L

ondon: M
ichael O

’M
ara B

ooks, 1997

）: 

pt. 4, esp. 170–184.

（
3
）　

修
正
二
十
八
条
が
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
研
究
会
編
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
教
育
学
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇

六
年
）
所
収
の
拙
稿
﹁
性
教
育
―
修
正
二
十
八
条
を
め
ぐ
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
﹂
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）　

ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
が
暴
力
と
い
う
形
態
で
発
現
し
た
事
例
に
つ
い
て
の
報
告
は
多
い
が
、
同
性
婚
施
行
後
の
暴
力
的
ホ
モ
フ
ォ
ビ
ア
の
発
現
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

Sean K
ennedy, “P

eter T
atchell, ” T

h
e A

d
voca

te, D
ecem

ber 6, 2005 

を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）　
﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂
は
男
性
間
同
性
愛
（m

ale hom
osexuality

）
の
み
な
ら
ず
、
同
性
愛
全
般
を
指
す
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
カ
タ
カ
ナ
で
の
一
般
的
用
法
に
し
た
が
い
、
そ
の
意
味
を
男
性
間
同
性
愛
に
限
定
し
、
合
わ
せ
て
男
性
同
性
愛
者
を
﹁
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
﹂
と
表
記
す
る

こ
と
と
す
る
。

 

　

イ
ギ
リ
ス
史
に
お
い
て
、
男
女
を
問
わ
ず
同
性
愛
が
一
般
に
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
男
性
間
同
性
愛
が
長
年
に
わ
た
り
法
規
制
の
対
象

で
あ
っ
た
一
方
で
、
女
性
間
同
性
愛
が
犯
罪
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

（
6
）　

一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
至
る
二
十
年
間
で
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
犯
の
訴
追
数
は
、
実
に
八
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
を
示
し
た
と
言
わ
れ
る
（
一
方
、

他
の
種
類
の
訴
追
犯
は
、
二
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
）。
た
だ
し
本
論
後
半
に
て
論
じ
た
よ
う
に
、
訴
追
数
の
増
加
は
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
人

口
の
増
加
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
警
察
に
よ
る
捜
査
活
動
の
増
大
と
効
率
化
、
特
に
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
と
り
締
ま
り
の
強
化
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き

現
象
で
あ
っ
た
（R

oss M
cK

ibbin, C
la

sses a
n

d
 C

u
ltu

res: E
n

gla
n

d
 1918–1951

［O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 1998

］: 325

）。

（
7
）　

言
う
ま
で
も
な
く
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
主
題
は
広
範
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、﹁
宗
教
・
医
学
・
法
律
・
政
治
・
社
会

学
な
ど
の
多
数
の
視
点
﹂
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
委
員
会
の
構
成
員
を
選
ぶ
際
に
、
そ
の
長
で
あ
る
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
が
頭
を
悩
ま
し
た
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
男
性
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
見
解
も
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
一
方
で
、
多
様
な
見
解
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
単
に
構
成
員
を
増
や
せ
ば
、
委
員
会
は
巨
大
化
し

機
能
不
全
に
陥
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
構
成
員
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
﹁
二
重
、
場
合
に
よ
っ
て
は
三
重
の
資
格
を
有
す
る
人
々

―
保
守
党
員

　
（
七
八
七
）
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で
あ
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
貴
族
、
女
性
の
医
師
、
そ
し
て
労
働
党
下
院
議
員
で
弁
護
士
で
も
あ
る
者
﹂
な
ど
の
人
々
で
あ
っ
た
。（John W

olfenden, 

Tu
rn

in
g P

oin
ts: T

h
e M

em
oirs of L

ord
 W

olfen
d

en

［L
ondon: T

he B
odley H

ead, 1976

］: 133

）

（
8
）　

H
om

e O
ffice/Scottish H

om
e D

epartm
ent, R

ep
ort of th

e C
om

m
ittee on

 H
om

osex
u

a
l O

ffen
ces a

n
d

 P
rostitu

tion
; P

resen
ted

 to P
a

rlia
m

en
t by 

th
e S

ecreta
ry of S

ta
te for th

e H
om

e D
ep

a
rtm

en
t a

n
d

 th
e S

ecreta
ry of S

ta
te for S

cotla
n

d
 by C

om
m

a
n

d
 of H

er M
a

jesty S
ep

tem
ber 1957

 （a.k.a. 
W

olfen
d

en
 R

ep
ort, W

estport: G
reenw

ood P
ress, 1957

）: para. 1.  

と
は
い
え
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
関
連
法
規
の
見
直
し
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
正
式
名
称
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
』
の
半
分
を
占
め
る
の
は
、
売
春
に
関
す
る
分

析
と
勧
告
で
あ
る
。
同
報
告
書
は
個
々
人
の
売
春
行
為
自
体
を
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
合
法
と
見
な
す
一
方
で
、
路
上
で
の
客
引
き
や
売
春
宿
の
維
持
・
経
営
に
対

す
る
、
法
規
制
の
強
化
を
推
奨
し
て
い
る
。

（
9
）　

W
olfen

d
en

 R
ep

ort, para. 62.

（
10
）　

と
は
い
え
、
近
代
に
先
立
つ
時
代
を
論
じ
る
に
際
し
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
を
適
用
す
る
こ
と
に
は
、
多
少
の
方
法
論
的
問
題
が
伴
う
。﹁
ホ
モ

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂
は
近
代
の
造
語
で
あ
り
、
広
義
に
お
い
て
は
男
性
間
・
女
性
間
同
性
愛
の
両
方
を
、
ま
た
狭
義
に
お
い
て
は
男
性
間
同
性
愛
全
般
を
意
味
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
文
中
に
て
述
べ
る
よ
う
に
、
男
性
間
同
性
愛
を
め
ぐ
る
近
代
以
前
の
認
識
の
中
核
を
成
し
て
い
た
の
は
、
肛
門
性
交
な
ど
の
﹁
自
然
に
悖
る
性
交
﹂

で
あ
り
、し
た
が
っ
て
現
代
的
な
意
味
で
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
よ
り
も
、は
る
か
に
特
定
の
形
態
の
肉
体
的
・
性
的
接
触
へ
と
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
概
念
で
あ
っ
た
。

（
11
）　

十
三
世
紀
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
るF

leta

に
は
、﹁
獣
姦
や
ソ
ド
ミ
ー
の
罪
を
犯
す
⋮
⋮
者
は
、
生
き
埋
め
の
刑
に
処
す
﹂

と
定
め
ら
れ
て
い
る
（F

leta
, ch. 35, cited in L

eslie J. M
oran, T

h
e H

om
osex

u
a

l

（ity

） of L
a

w

［L
ondon and N

ew
 York: R

outledge, 1996

］: 213

）。

（
12
）　

M
oran, 80–81, 206.

（
13
）　

一
九
二
三
年
生
ま
れ
の
Ｐ
・
ワ
イ
ル
ド
ブ
ラ
ッ
ド
の
経
験
談
に
よ
れ
ば
、﹁
ゲ
イ
﹂
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
耳
に
し
た
の
は
、
彼
が
大
学
生
の
時
に
出
会
っ
た
元
海

軍
士
官
か
ら
で
あ
り
、﹁
そ
れ
は
⋮
⋮
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
を
指
す
ア
メ
リ
カ
式
の
婉
曲
語
で
あ
っ
た
﹂（P

eter W
ildeblood, A

ga
in

st th
e L

a
w

: T
h

e C
la

ssic 

A
ccou

n
t of a

 H
om

osex
u

a
l in

 1950s B
rita

in

［1955, reprint, L
ondon: P

hoenix, 2000

］: 23

）。

（
14
）　

Tu
rn

in
g P

oin
ts, 132.

（
15
）　

M
oran, 21.

（
16
）　

W
olfen

d
en

 R
ep

ort, para. 77.

（
17
）　

ibid., para. 110.

　
（
七
八
八
）
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（
18
）　

Jivani, 115.
（
19
）　

W
olfen

d
en

 R
ep

ort, paras. 112, 130–133, 135.
（
20
）　

ibid., 130.

（
21
）　

Ｐ
・
ワ
イ
ル
ド
ブ
ラ
ッ
ド
は
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
共
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
一
年
ほ
ど
の
服
役
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
。
ワ
イ
ル
ド
ブ
ラ
ッ
ド
は
裁
判
に
お
い
て
、

み
ず
か
ら
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
イ
ギ
リ
ス
史
上
で
初
め
て
、
公
の
場
で
カ
ミ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
を
お
こ
な
っ
た
人
物

の
一
人
と
し
て
、
そ
の
名
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
自
身
の
生
い
立
ち
、
逮
捕
、
裁
判
の
過
程
、
服
役
と
出
獄
後
の
生
活
な
ど
を
綴
っ
た
彼
の
自
伝
が
、
前
出
の

A
ga

in
st th

e L
a

w
で
あ
る
。

（
22
）　

W
olfen

d
en

 R
ep

ort, para. 13.

（
23
）　

ibid., paras. 77, 18, 23, 24.

（
24
）　

ibid., para. 25.

（
25
）　

ibid., paras. 29, 30.

（
26
）　

ibid., paras. 31, 33.

（
27
）　

ibid., para. 33.

（
28
）　

ibid., paras. 40, 37, 42, 43.

（
29
）　

ibid., paras. 43, 47.

（
30
）　

ibid., paras. 48, 49.

（
31
）　

ibid., paras. 51, 52.

（
32
）　

ibid., para. 53.

（
33
）　

ibid., para. 54.

（
34
）　

ibid., para. 55.

（
35
）　

ibid., para. 57.

（
36
）　

ibid.

（
37
）　

ibid., para. 61.

　
（
七
八
九
）
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（
38
）　

ibid., paras. 63, 64.
（
39
）　

ibid., para. 66.
（
40
）　

ibid., paras. 67, 68.

（
41
）　

ibid., paras. 71, 69.

（
42
）　

ibid., paras. 70, 71.

（
43
）　

ibid., para. 71.

（
44
）　

L
esley A

. H
all, S

ex
, G

en
d

er a
n

d
 S

ocia
l C

h
a

n
ge in

 B
rita

in
 sin

ce 1880 （H
oundm

ills and L
ondon: M

acm
illan P

ress, 2000

）: 162.

（
45
）　

P
hilip Jenkins, In

tim
a

te E
n

em
ies: M

ora
l P

a
n

ics in
 C

on
tem

p
ora

ry G
rea

t B
rita

in
 （N

ew
 York: A

ldine D
e G

ruyter, 1992

）: 76.

（
46
）　

H
all, 163.

（
47
）　

W
olfen

d
en

 R
ep

ort, paras. 187, 191, 216.

（
48
）　

ibid. para. 72.  

傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。

（
49
）　

D
erek M

cghee, H
om

osex
u

a
lity, L

a
w

 a
n

d
 R

esista
n

ce （L
ondon and N

ew
 York: R

outledge, 2001

）: 125.

（
50
）　

M
atth

ew
 W

aites, “S
exu

al C
itizen

s: L
egislatin

g th
e A

ge of C
on

sen
t in

 B
ritain

, ” in
 T

errell C
arver an

d
 V

éron
iqu

e M
ottier ed

s., P
olitics of 

S
ex

u
a

lity: Id
en

tity, G
en

d
er, C

itizen
sh

ip
 （L

ondon and N
ew

 York: R
outledge, 1998

）: 28.

（
51
）　

H
arold Silver, H

igh
er E

d
u

ca
tion

 a
n

d
 O

p
in

ion
 M

a
kin

g in
 Tw

en
tieth

-C
en

tu
ry E

n
gla

n
d

 （L
ondon and P

ortland, O
R

: W
oburn P

ress, 2003

）: 205.

（
52
）　

Jenkins, 75–77.

（
53
）　

D
avid T. E

vans, S
ex

u
a

l C
itizen

sh
ip

: T
h

e M
a

teria
l C

on
stru

ction
 of S

ex
u

a
lities （L

ondon and N
ew

 York: R
outledge, 1993

）: 53.

（
54
）　

W
olfen

d
en

 R
ep

ort, para. 61.

（
55
）　

E
vans, 53.

（
56
）　

こ
う
し
た
陳
腐
化
が
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
性
交
合
意
年
齢
の
変
遷
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
間
の
性
交
合
意
年
齢
は
、
一
九
九
四
年

に
一
八
歳
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
の
改
正
性
犯
罪
法
に
お
い
て
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
と
同
じ
く
一
六
歳
に
定
め
ら
れ
た
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は

一
七
歳
）。

（
57
）　

Tu
rn

in
g P

oin
ts, 146.

（
58
）　

川
口
和
也
『
ク
イ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
ⅷ
。

　
（
七
九
〇
）


